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る｡している体力 ･運動能力テス トか ら, 1992年, 
は4歳および 5歳であり,当該年齢の全園児を対象
4歳 5歳
































は年々減少する傾向にあり,近年の幼児の体力 ･運 ･ボール投げ :硬式テニスボールを使用して投距
動能力に関する現状は十分に明らかにされていると 離測定を行う｡ 計測は 2回実施し,上位の記録
0c記録は,1m単位とする｡
本研究では,岡山大学教育学部附属幼稚園が実施 ･懸垂 :雲悌 (うんてい)での懸垂時間を測定す
/1計測は 1回とし,記録は10秒単位とする｡
2006年およびその中閏年にあたる 1999年のデータ ･立ち幅跳び :両足踏み切りによる跳躍距離を測
を用いて 15年間の推移を明らかにすることを目的 定する｡ 計測は 2回実施し,上位の記録を採用
とした｡ する｡記録は, cm単位とする｡
･片足立ち :開眼片足による立位保持時間を測定











































































































































表 2 女児の対象者数 ･平均値 ･% CV (年齢別 ･年次別) 
4歳 5歳




























































































































































































































図 1に 2 走の年次別,年齢別,性別の結果を













































































































体力 ･運動能力テス トにおける測定項 目別,年齢
別,年次別の人数,平均値 お よび% CV (% 






































を示 した ｡ 4歳児 に比べ 5歳児が有 意 に高値 
















べ 1999年及び 2006年に有意な低下 (いづれ も 






















歳男児で 1992年 に比べ 2006年 に有意 な低下 
(p00)が認められた｡<.1 4歳女児については,有
意な年次変化は認められなかった｡%CVは,男児























































ず多くの研究で男女差が報告 8'9'されている｡ 本研 の取り組みが必要と考えられた｡ 
究からも,幼児期の体力 ･運動能力を検討する上で
男女差を考慮に入れる必要性があると考えられた｡ ∨ 文献 
また,各測定項目の% CVは,2
げ,立ち幅跳びに比べ,懸垂と片足立ちが高値とな
5m走 ,ボール投 1)文部省.新体カテス トー有意義な活用のため
に -.2000 
る結果であった｡走 ･投 ･跳に関与する体力の構成 2)穐丸武臣.幼児の体格 ･運動能力の 30年間の
















性別,測定項目別の 20グループのうち,向上は 2 生における体育授業中の活動量が日常生活活動量







669調査を実施 した杉原らの報告10'によれば, 1 年
から1 689






定種 目で低下が認められ,この低下 した状況は 
99 体力及び投動作の貢献度とその性差.体育学研究. 
30.53-9373.3 199
2年まで続いていたとしている｡002 本研究の結果 9)松浦義行.幼児期における運動技能の発達 :求





は,小学生 ･中学生の体力 ･運動能力が 1
をピークとして現在まで低下傾向にあるとする多く 学 
589 年頃
62-45. .1 071-1 400.2
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家庭,地域,幼稚園を含む学校,それぞれにおいて
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